（様式第１）
　　年　　月　　日
　徳島県中小企業団体中央会
　会　長　布 川 　徹　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合の住所　　徳島県徳島市西新町二丁目５番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び名称　　徳島県中小企業事業協同組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合を代表する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事の氏名　　代表理事　　徳　島　太　郎　
令和５年度　組合活性化研修助成事業補助金交付申請書
　組合活性化研修助成事業補助金交付規程第４条の規定により、下記のとおり補助金の交付を受けた
く関係書類を添えて申請します。
記
１．補助事業の目的　　　　東南海・南海地震発生時における、迅速な復旧支援のための研修

２．補助金交付申請額　　　金　４００，０００　円
３．補助事業の内容等（別紙(1)組合活性化研修助成事業計画書及び別紙(2)経費明細表のとおり。）
（添付書類）
　(1) 前年度の決算関係書類
　(2) 当該事業年度の収支予算書及び事業計画書
（別紙１）
組合活性化研修助成事業計画書
１．組合の概要
　(1) 組合の住所及び名称
　　　　徳島県徳島市西新町二丁目５番地
徳島県中小企業事業協同組合
　(2) 組合代表者の住所及び氏名
　　　　徳島県徳島市西新町五丁目２番地　
代表理事　徳島　太郎
　(3) 組合員の資格事業
　　　　〇〇の生産を行う事業者であること
　(4) 組合の地区
　　　　徳島県

　(5) 組合員数（連合会にあっては、会員数及び会員である組合員数）
　　　　１００名

２．研修事業のテ－マ
近い将来高い確率で起きるといわれている東南海・南海地震発生時の、電気設備の復旧支援体制の構築について合意したことから、災害時に備え、実際の地震発生後の町の様子を見学し、復旧時の問題点などについて阪神・淡路大震災被災者の方より体験談をお伺いし、それを踏まえて災害復旧計画の作成について研修し、組合員の意識の向上を図る。

３．研修事業の内容
　(ｲ) 開　催　期　日
　　第１回　　　令和５年８月１０日（木）
　　　　第２回　　　令和５年８月２４日（木）
　(ﾛ) 開　催　場　所
　　第１回　阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」(神戸市）
　　　　第２回　徳島県中小企業事業協同組合　組合会議室
　(ﾊ) 参　加　人　数
　　　　第１回　３０名
　　　　第２回　５０名
　(ﾆ) 実　施　方　法
第１回　見学実習及び被災者による講演

阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」
第２回　「東南海・南海地震発生時における復旧計画策定」について
　(ﾎ) 日　　程　　等
	期　　　　日
	時　　　　間
	研　修　課　題
	講師（氏名，役職）

	令和5年8月10日
	13:00～16:00
	実際に地震が起きた時の町の様子の見学と、復旧時の問題点などについて
	人と防災未来センター
地震体験者講師　　　〇〇〇〇氏

	令和5年8月24日
	13:00～16:00
	災害時の復旧体制の構築の策定について
	災害復旧センター
　講師　〇〇〇〇氏


（注）①　(ｲ)開催期日、(ﾛ)開催場所、(ﾊ)参加人数は、実施予定を各回毎に記載すること。
②　実施方法については、講演会、研究会、見学実習等の研修事業の実地方法を記載するこ
と。また、見学実習を行う場合には、その行先を記載すること。
（別紙２）
経　　費　　明　　細　　表
	補助事業の
経費の明細
	補助事業に要する経費
	積　算　基　礎

	
	補助金額
	自己負担額
	合　　　計
	

	謝　　　金
旅　　　費
印　刷　費
消耗品費
通信運搬費
車両借上料

	128,000
30,400
12,800

10,800

13,440
204,560

	32,000
7,600
3,200

2,700
3,360
65,440

	160,000

38,000

16,000

13,500

16,800

270,000

	@40,000×2時間×2名
東京～徳島
コピー代

@10×20枚×30部
@10×20枚×50部
〇印刷㈱に依頼

名札　＠300×30名
ファイル＠150×30名
切手代
1回目＠84×100名
2回目＠84×100名
 大型バス1台(日帰り）


	合　　　計
	400,000
	114,300
	514,300
	


助金交付申請額　　　金　４００，０００円
理事長印








�研修目的を記載して下さい。研修会が２回以上なのでテーマが違う場合は各研修の目的を記載して下さい。


�定款の組合地区を記載して下さい。


�組合員数を記載して下さい。


�研修目的を記載して下さい。テーマが違う場合は各研修毎の目的を記載して下さい。





